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演題:　脊椎動物における性決定の分子メカニズムとその進化的考察

　脊椎動物の性決定システムには、温度等の環境によって決定されるシステムと、遺伝的な性染色体依存のシステムがあり、後者には♂ヘテロ(XX/XY)型と♀ヘテロ(ZZ/ZW)型がある。XX/XY型の性決定遺伝子としては、1990年に哺乳類でSRYが、2002年に魚類メダカでDMYがY性染色体上に同定され、いずれも精巣形成を引き起こす活性をもつ。一方、ZZ/ZW型の性決定遺伝子としては、2008年に初めて我々のグループによって、アフリカツメガエルのＷ染色体上にDM-Wが同定され、それは卵巣形成を引き起こす活性をもつ(3,4)。

　本セミナーでは、性決定機構の基本的な背景を概説後、性決定の分子メカニズムに関する我々の研究(5)を含め、脊椎動物における性決定機構に関する最近の知見を紹介する。最後に、性決定遺伝子と性染色体の共進化仮説(6)を含め、脊椎動物における性決定システムの進化的考察を行う。
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